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家庭用品規制法制定の経緯 

家庭用品規制法の規制について 

 

 

衣服や接着剤、スプレーなどの家庭用品には様々な化学物質が使用されています。

これらの化学物質は、衣類のしわ防止や燃えにくいカーテンなど、生活を便利に、そ

して安全にするために用いられています。一方で、用いられた化学物質が健康被害の

原因になってしまう可能性もあります。そうしたことを防ぐため、「有害物質を含有す

る家庭用品の規制に関する法律」（以下「家庭用品規制法」といいます。）により、様々

な化学物質が規制されています。今回はこの「家庭用品規制法」につい

て概略をご説明します。 

 

 

昭和 40 年代、化学工業が急速に発展していく中で、より便利な製品を作るために

様々な化学物質が用いられるようになりました。当時は人への毒性を考えずに化学物

質を使用していたケースがあったことから、家庭用品による健康被害が多発し、社会

問題になりました。そこで、主婦連合会、学者、地方消費生活センター等が調査を行

った結果、多くの健康被害例が明らかとなり、その後の厚生省（現：厚生労働省）に

よる調査で様々な家庭用品と健康被害の関係が明らかになりました。もともと、化学

物質の規制は「食品衛生法」、「薬事法（現：医薬品、医療機器等の品質、有効性及び

安全性の確保等に関する法律）」、「毒物及び劇物取締法」などで行われてきましたが、

この問題はこれらの法律で規制しきれないものでした。そこで、この空白部分を補う

ために、日常生活で使用する家庭用品の安全についての法律として、昭和 48 年に家

庭用品規制法が制定されました。 

 

 

家庭用品規制法では対象となる家庭用品について、21 種類の化学物質が規制されて

います（表）。これらの化学物質には基準が定められており、この基準を超えた家庭用

品は販売等が禁止されています。逆に、規制されていなければどんな化学物質も使っ

てもいいかというと、そうではありません。家庭用品規制法は事業者に対し、家庭用

さいごに  

当所では家庭用品による健康被害を防ぐための検査を実施し

ています。また、法律で規制されていない未知の化学物質につい

ても、その分析法を検討するとともに、安全性を確かめる研究を

行っています。今後も家庭用品の安全性を確保するため、検査及

び研究を継続していきます。 

                            

（参考資料および参考リンク） 

 昭和 49 年 9 月 26 日 政令第 334 号 有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律

第二条第二項の物質を定める政令 

 昭和 49 年 9 月 26 日厚生省令第 34 号有害物質を含有する家庭用品の規制に関する法律

施行規則 

 家庭用品等に係る健康被害病院モニター報告 
http://www.nihs.go.jp/mhlw/chemical/katei/monitor(new).html 

 平成 28 年４月１日から家庭用品規制法における特定芳香族アミンを容易に生成するアゾ

染料の規制が始まります 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000114934.html 

 情報誌「かながわの食品衛生」vol.15 おもちゃと食品衛生法 
http://www.pref.kanagawa.jp/cnt/f6576/p1010000.html  

 

（理化学部 西 以和貴） 

                               

家庭用品に使われる化学物質
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品に含まれる化学物質が健康に与える影響を把握することと、その化学物質による健

康被害発生を防止することを義務づけています。したがって、規制されていない化学

物質であっても、それが原因で重大な健康被害を起こしてしまった場合は、家庭用品

規制法違反となります。 

ちなみに、おもちゃは赤ちゃんが口に入れる可能性があることから家庭用品規制法

ではなく、「食品衛生法」の規制対象となります。おもちゃ以外にも既に他の法律で規

制されている製品があり、こういった製品は二重の規制を避けるために家庭用品規制

法では規制対象外としています。 

 
表．家庭用品規制法による規制概要  

化学物質 対象となる家庭用品 用途 基準 主な毒性

24ヶ月未満の乳児用
洋服、下着、手袋、くつしたなど

検出せず

洋服、下着、手袋、くつした
つけまつげ用接着剤など

75µg/g以下

トリブチル錫化合物
トリフェニル錫化合物

洋服、下着、手袋、くつしたなど 検出せず
皮膚刺激性

経皮・経口急性毒性

有機水銀化合物 家庭用接着剤など 検出せず
中枢神経障害

皮膚障害

ディルドリン 30µg/g以下
肝機能障害

中枢神経障害

DTTB
※1

30µg/g以下
経皮・経口急性毒性

肝機能障害
生殖機能障害

APO
※2

検出せず
経皮・経口急性毒性

造血機能障害
生殖機能障害

TDBPP
※3

検出せず 発がん性

BDBPP
※4

検出せず 発がん性

塩化水素
硫酸

酸の量10%以下
所定の容器強度が必要

皮膚障害

水酸化ナトリウム
水酸化カリウム

アルカリの量5%以下
所定の容器強度が必要

皮膚障害

テトラクロロエチレン
トリクロロエチレン

合成洗剤、
防錆潤滑剤、しみ抜き剤など

0.1%以下
肝障害・腎障害
中枢神経障害

皮膚障害

メタノール 5%以下 視神経障害

塩化ビニル 噴射剤 検出せず 発がん性

ジベンゾ[a,h]アントラセン
ベンゾ[a]アントラセン

ベンゾ[a]ピレン

ガーデニング用木材や
その防腐剤など

木材防腐剤
3µg/g以下(木材)

10µg/g以下(防腐剤)
発がん性

アゾ化合物
※5

洋服、下着、手袋、くつしたなど 染料
それぞれの特定芳香
族アミンの検出量が

30µg/g以下
発がん性

※1  4,6-ジクロル-7-(2,4,5-トリクロルフェノキシ)-2-トリフルオルメチルベンズイミダゾール

※2　トリス(1-アジリジニル)ホスフィンオキシド

※3　トリス(2,3-ジブロムプロピル)ホスフェイト

※4　ビス2,3-ジブロムプロピル)ホスフェイト化合物

※5　化学的変化により容易に24種の特定芳香族アミンを生成するものに限る

粘膜刺激
皮膚アレルギー

溶剤

洋服、下着、手袋、くつしたなど

カーテン、床敷物など

洗浄剤

室内の消臭剤、殺蟻剤など

ホルムアルデヒド
防しわ・

防縮加工剤
樹脂加工剤

洗浄剤

防菌・防かび剤

防虫加工剤

防炎加工剤
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新たに「アゾ化合物」が規制されました 

間違った使い方をしていませんか？ 

 

平成 2８年４月１日から新たに「アゾ化合物」が家庭用品規制法により規制される

ことになりました。「アゾ化合物」は、主に色素として用いられるもので、種類が豊富

で安価なことから、繊維製品などに世界中で広く用いられています。一部のアゾ化合

物は腸内細菌や皮膚表面、肝臓などで分解され、発がん性のある芳香族アミン（以下

「特定芳香族アミン」といいます。）を生成するといわれています（図）。今回導入さ

れた規制は「アゾ化合物」のすべてを規制するわけではなく、発がん性のある特定芳

香族アミンを生成する可能性のある「アゾ化合物」のみを対象としています。したが

って、検査では「アゾ化合物」そのものを測定するのではなく、家庭用品に含まれる

「アゾ化合物」を化学的に分解し、生成された特定芳香族アミンが基準値以上である

かどうかを確認しています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

例年、家庭用品を不適切な方法で使用してしまったがために起こる健康被害が数多

く報告されています。例えば、換気の悪い場所で防水スプレーを使ってしまったこと

による呼吸困難や、「まぜるな危険」と書かれた塩素系洗浄剤と酸性物質（酸性の洗浄

剤、お酢など）を混ぜてしまったことによる有毒ガス発生などが挙げられます。家庭

用品に用いられる化学物質は生活を便利にする反面、健康被害の危険性をはらんでい

るものもあります。家庭用品による健康被害を防ぐためには、法律での規制はもとよ

り、各家庭で家庭用品を正しく安全に使用することが大切です。 

 
NH2 NH2

アゾ基の分解  

アゾ化合物 
(Acid Black 077) 

発がん性のある特定芳香族アミン 
(ベンジジン) 

図．アゾ化合物の分解による特定芳香族アミン生成 

（例：Acid Black 077 からベンジジンの生成）  
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